源氏流華道の継承　：　付、柳沢文庫蔵千葉龍卜「生花表之巻」（翻刻）　（中古特集） by 岩坪, 健
源
氏
流
華
道
の
継
承
付
、
柳
沢
文
庫
蔵
千
葉
龍
卜
筆
「
生
花
表
之
巻
」（
翻
刻
）
岩
坪
健
は
じ
め
に
一
、
千
葉
龍
卜
の
業
績
二
、
明
源
寺
の
住
職
三
、
龍
卜
の
継
承
者
た
ち
四
、
源
氏
流
活
花
の
伝
授
方
法
五
、
大
嶋
家
の
系
譜
終
わ
り
に
十
八
世
紀
後
半
に
千
葉
龍
卜
が
始
め
た
源
氏
流
華
道
の
特
徴
は
、
初
め
て
源
氏
物
語
の
内
容
を
活
け
花
で
表
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
華
道
と
源
氏
物
語
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
斬
新
さ
ゆ
え
に
隆
盛
を
極
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
代
め
で
断
絶
し
て
十
九
世
紀
に
な
る
と
廃
絶
し
た
、
と
い
う
通
説
に
対
し
て
、
子
孫
は
現
存
し
、
明
治
時
代
ま
で
栄
え
た
こ
と
を
論
証
す
る
。
ま
た
千
葉
家
か
ら
分
か
れ
た
流
派
も
確
認
さ
れ
、
龍
卜
が
後
世
に
残
し
た
影
響
は
多
大
で
あ
る
。
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は
じ
め
に
源
氏
流
華
道
と
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
江
戸
で
千
葉
龍
卜
が
始
め
た
一
派
で
あ
り
、
初
め
て
活
け
花
に
源
氏
物
語
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
世
間
の
注
目
を
浴
び
た
。
そ
の
た
め
一
時
は
一
世
を
風
靡
し
た
が
、
二
代
め
で
断
絶
し
て
、
十
九
世
紀
に
な
る
と
廃
絶
し
た
、
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
十
世
紀
ま
で
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
数
多
く
見
つ
か
っ
た
の
で
、
本
稿
で
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
一
、
千
葉
龍
卜
の
業
績
千
葉
龍
卜
に
関
す
る
資
料
は
、
彼
お
よ
び
門
人
が
刊
行
し
た
版
本
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
に
至
り
、
成
澤
勝
嗣
氏
が
新
資
料
を
紹
介
さ
れ
た
。
ま
ず
は
龍
卜
筆
の
肉
筆
画
、
二
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
牡
丹
に
猫
図
」
三
幅
と
「
群
禽
図
」
一
幅
で
、
前
者
は
中
幅
に
「
源
氏
活
花
宗
匠
松
翁
斎
法
橋
千
葉
龍
卜
写
意
」、
左
右
に
「
千
葉
法
橋
写
意
」、
後
者
は
「
源
氏
活
花
宗
匠
松
翁
斎
法
橋
千
葉
龍
卜
写
意
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
神
戸
市
立
博
物
館
の
図
録
『
花
と
鳥
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
｜
江
戸
時
代
長
崎
派
の
花
鳥
画
｜
』（
平
成
五
年
）
に
、
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
画
風
に
つ
い
て
は
、
当
図
録
の
解
説
（
成
澤
勝
嗣
氏
「
出
品
目
録
・
画
家
略
伝
」）
に
よ
る
と
、「
牡
丹
に
猫
図
」
は
「
宋
紫
石
の
影
響
を
強
く
見
せ
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
龍
卜
が
出
版
し
た
『
活
花
百
瓶
図
』
で
は
、
跋
に
相
当
す
る
部
分
に
宋
紫
石
が
墨
竹
図
を
寄
せ
て
お
り
、
両
者
の
交
遊
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
龍
卜
自
身
が
生
け
花
を
描
い
た
出
版
物
で
も
、
そ
の
画
風
は
紫
石
風
で
あ
る
。
と
あ
る
。
宋
紫
石
は
江
戸
の
人
で
、
本
名
は
楠
本
幸
八
郎
、
生
没
年
は
一
七
一
五
〜
八
六
年
、
長
崎
に
遊
学
し
て
南
流
を
学
ん
だ
。
一
方
、「
群
禽
図
」
に
つ
い
て
は
、「
多
彩
な
表
情
を
見
せ
る
イ
ン
コ
は
三
谷
東
亭
の
作
品
と
相
似
の
姿
態
が
多
く
、
共
通
粉
本
を
予
想
さ
せ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
成
澤
勝
嗣
氏
は
、
龍
卜
の
評
判
が
窺
え
る
当
時
の
文
献
を
発
見
さ
れ
た
。
以
下
、
同
氏
「
海
峡
を
め
ぐ
る
画
家
た
ち
｜
ご
く
私
的
な
郷
土
絵
画
史
ノ
ー
ト
｜
」（
神
戸
市
立
博
物
館
編
『
神
戸
・
淡
路
・
鳴
門
近
世
の
画
家
た
ち
』
七
七
頁
、
平
成
一
〇
年
）
か
ら
引
用
す
る
。そ
の
流
行
ぶ
り
を
『
大
田
南
畝
全
集
』
か
ら
拾
っ
て
み
る
。
ま
ず
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊
の
『
評
判
茶
臼
芸
』。
こ
れ
は
芸
能
評
判
記
で
、
そ
の
活
花
の
項
に
は
「
此
度
千
葉
之
介
の
役
、
か
り
に
吉
祥
寺
の
小
姓
と
身
を
や
つ
し
、
座
敷
を
か
り
て
源
氏
の
会
、
か
り
ば
の
切
手
を
出
さ
る
ゝ
所
よ
し
。
釣
船
の
三
ぶ
に
天
窓
を
ぶ
た
れ
、
猪
口
の
怒
り
を
な
し
、
二
重
切
の
太
刀
打
見
事
〳
〵
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
84
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紙
『
此
奴
こ
い
つ
和は
日にっ
本ぽん
』
は
、
日
本
の
流
行
を
真
似
し
た
が
る
変
な
唐
人
を
主
人
公
と
す
る
、
江
戸
の
シ
ノ
ワ
ズ
リ
に
対
す
る
パ
ロ
デ
ィ
だ
が
、「
来
ル
寒
食
の
日
、
洞
庭
湖
の
池
の
端
、
岳
陽
楼
に
て
、
生
け
花
の
会
あ
り
。
晴
雨
と
も
に
御
来
駕
く
だ
さ
れ
べ
く
候
と
、
摺
り
物
を
ま
は
し
、
わ
が
国
の
袁
宏
道
流
で
は
さ
へ
ぬ
と
、
日
本
で
は
や
る
と
き
く
、
千
葉
の
介
つ
ね
た
ね
流
と
や
ら
を
興
行
す
る
」
と
し
て
、
大
が
か
り
な
花
会
の
挿
絵
を
の
せ
て
い
る
。
寺
社
や
料
亭
の
座
敷
を
使
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
龍
卜
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
ま
た
珍
し
い
記
録
と
し
て
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
三
月
二
八
日
、
龍
野
藩
の
儒
者
・
股
野
玉
川
が
そ
の
江
戸
詰
日
記
に
「
龍
卜
ち
ょ
と
過
ル
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
五
月
二
七
日
に
も
「
龍
卜
来
ル
」
と
あ
る
。
同
郷
の
よ
し
み
も
あ
ろ
う
が
、
書
院
向
き
を
標
榜
し
た
豪
奢
な
源
氏
流
は
、
武
家
に
需
要
が
あ
っ
た
も
の
と
み
え
る
。
補
足
す
る
と
、
股
野
玉
川
の
日
記
は
、
竹
下
喜
久
男
氏
編
『
播
州
龍
野
藩
儒
家
日
記
』（
清
文
堂
、
平
成
七
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
三
月
二
八
日
は
、「
千
葉
龍
卜
子
ち
よ
と
過
ル
、
斉
藤
一
弥
取
持
也
、
即
興
探
韻
初
更
頃
皆
退
散
」、
す
な
わ
ち
龍
卜
と
探
韻
に
興
じ
た
と
あ
り
、
文
化
人
と
し
て
の
一
面
が
窺
え
る
。
な
お
右
記
の
文
章
に
は
「
同
郷
の
よ
し
み
」
と
あ
る
が
、
龍
卜
の
故
郷
は
龍
野
で
は
な
い
。
二
、
明
源
寺
の
住
職
千
葉
龍
卜
の
出
自
に
関
し
て
は
、
彼
が
生
前
に
刊
行
し
た
『
源
氏
活
花
記
』
の
跋
文
に
門
人
が
記
し
た
、「
先
生
、
姓
平
、
族
千
葉
、
名
胤
綱
、
字
龍
卜
、
号
松
翁
斎
、
播
磨
赤
穂
之
人
也
」
が
、
唯
一
の
資
料
で
あ
っ
た
。
忠
臣
蔵
の
赤
穂
義
士
で
名
高
い
「
播
磨
赤
穂
」
（
兵
庫
県
赤
穂
市
）
が
、
龍
卜
の
故
郷
で
あ
る
。
そ
し
て
地
元
で
は
龍
卜
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
属
す
る
明
源
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
寺
は
赤
穂
市
有う
年ね
原はら
（
近
世
は
赤
穂
郡
有
年
村
原
）
に
あ
り
、
そ
の
過
去
帳
、
お
よ
び
諸
文
献１
）
を
基
に
し
て
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
千
葉
家
は
代
々
、
下
総
の
守
護
で
あ
っ
た
が
、
千
葉
政
胤
は
文
明
年
間
（
一
四
六
九
〜
八
七
）
に
守
護
職
を
辞
め
て
諸
国
行
脚
の
旅
に
出
て
、
播
磨
国
赤
穂
郡
に
来
た
と
き
病
に
か
か
り
出
家
す
る
。
彼
が
有
年
千
葉
家
の
元
祖
に
な
る
。
政
胤
の
嫡
男
で
あ
る
行
胤
は
上
洛
し
て
、
珠
慶
坊
か
ら
華
道
を
習
う
。
珠
慶
坊
は
千
葉
龍
卜
著
『
源
氏
活
花
記
』
に
よ
る
と
、
足
利
将
軍
義
政
が
源
氏
流
活
花
の
大
成
を
命
じ
た
「
花
論
六
人
連
衆
」
の
一
人
で
あ
る
。
の
ち
に
行
胤
は
播
磨
で
剃
髪
し
て
専
龍
と
号
し
、
明
源
寺
を
開
い
た
。
そ
の
子
、
専
宝
が
初
代
住
職
と
な
り
、
現
在
の
一
九
代
に
至
る
。
そ
の
一
九
人
の
法
名
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
１
専
宝
、
２
真
了
、
３
覚
了
、
４
了
忍
、
５
了
順
、
６
了
性
、
７
玄
了
、
８
専
了
、
９
閑
了
、
10
了
然
、
11
了
雅
、
12
了
阿
、
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13
了
厳
、
14
了
音
、
15
了
因
、
16
了
弁
、
17
了
保
、
18
信
也
、
19
徹
也
第
一
一
代
め
了
雅
の
字あざなが
龍
卜
で
、
以
下
、
一
二
代
め
が
龍
子
、
一
三
代
め
が
龍
弐
、
一
四
代
め
が
龍
と
、
源
氏
流
活
花
の
家
元
を
継
承
し
た
。
龍
卜
の
没
後
、
龍
子
が
跡
を
継
い
だ
が
振
る
わ
ず
、
当
流
は
途
絶
え
た
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
四
代
に
わ
た
り
、
流
派
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
龍
弐
と
龍
の
存
在
は
世
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
龍
子
以
後
は
故
郷
の
赤
穂
に
戻
り
、
当
地
で
活
躍
し
て
い
た
の
で
、
当
流
は
い
わ
ば
地
域
限
定
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
龍
子
の
具
体
的
な
足
跡
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
こ
れ
も
龍
卜
が
江
戸
で
華
々
し
く
活
躍
し
た
の
に
対
し
て
、
龍
子
は
帰
郷
し
た
た
め
知
名
度
が
他
国
で
は
高
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
龍
卜
の
生
没
年
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
明
源
寺
の
過
去
帳
に
は
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
九
月
五
日
に
没
し
た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
龍
卜
の
追
悼
花
会
を
催
し
た
門
人
の
松
林
斎
千
路
が
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
刊
行
し
た
『
源
氏
活
花
図
式
』
の
序
文
に
は
、「
抑
竜
卜
先
生
、
去
し
秋
、
一
露
の
嵐
と
空
し
く
黄
泉
過
給
ひ
ぬ
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
前
年
（
寛
政
一
二
年
）
に
死
去
し
た
こ
と
に
な
り
、
過
去
帳
の
記
事
と
食
い
違
う
。
こ
の
矛
盾
を
成
澤
勝
嗣
氏
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
。
寛
政
一
二
年
を
偽
死
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
龍
卜
は
、
死
ん
だ
と
称
し
て
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
た
。
江
戸
源
氏
流
に
自
ら
の
手
で
幕
を
引
く
た
め
に
。
他
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。（
同
氏
「
海
峡
を
め
ぐ
る
画
家
た
ち
｜
ご
く
私
的
な
郷
土
絵
画
史
ノ
ー
ト
｜
」）
龍
も
ま
た
、
没
年
が
両
説
あ
る
。
明
源
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
龍
子
の
没
年
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
四
月
二
三
日
、
龍
弐
の
没
年
は
嘉
永
六
年
五
月
二
六
日
、
そ
し
て
龍
は
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
七
月
六
日
に
生
ま
れ
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
一
一
月
一
七
日
に
没
し
た
。
し
か
し
明
源
寺
の
敷
地
内
に
は
、
門
人
た
ち
が
建
て
た
龍
の
墓
が
あ
り
、
表
側
に
は
「
活
花
源
氏
流
家
本
千
葉
龍
墓
」、
裏
側
に
は
「
明
治
廿
三
年
三
月
日
」
と
彫
ら
れ
て
い
て
、
過
去
帳
の
年
月
と
一
致
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
明
治
二
四
年
に
龍
が
授
与
し
た
免
状
が
あ
り
（
注
10
参
照
）、
ま
た
明
治
三
〇
年
の
龍
宛
の
古
文
書
も
あ
る
こ
と
（
次
節
、
参
照
）
か
ら
考
え
る
と
、
没
年
は
過
去
帳
の
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
問
題
の
墓
は
墓
地
で
は
な
く
、
本
堂
と
庫
裏
の
間
に
あ
る
の
で
、
龍
が
生
存
中
の
明
治
二
三
年
に
顕
彰
碑
と
し
て
門
人
た
ち
が
建
て
た
も
の
が
、
彼
の
死
後
、
墓
に
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
、
龍
卜
の
継
承
者
た
ち
龍
卜
の
跡
を
継
い
だ
龍
子
に
関
す
る
資
料
は
乏
し
く
、
そ
の
た
め
源
氏
流
は
実
質
、
龍
卜
一
代
で
終
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
86
し
な
が
ら
、
龍
卜
没
後
の
動
静
が
窺
え
る
古
文
書
類
を
多
く
収
め
た
著
書
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
高
田
孝
三
氏
『
源
氏
流
活
花
残
記
』
（
昭
和
五
三
年
、
非
売
品
）
で
、
二
二
二
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
手
書
き
の
原
稿
で
あ
る
。
一
ペ
ー
ジ
あ
た
り
一
四
行
、
一
行
は
三
〇
余
字
で
書
か
れ
、
文
献
の
影
印
・
翻
刻
を
多
数
収
録
し
て
い
る
。
龍
卜
亡
き
後
、
播
磨
国
龍
野
（
兵
庫
県
た
つ
の
市
龍
野
町
）
に
住
む
円
尾
家
が
徳
大
寺
家
の
庇
護
を
受
け
、
源
氏
流
活
花
宗
匠
と
し
て
活
躍
し
た２
）
。
そ
の
た
め
円
尾
家
へ
の
対
策
が
、
千
葉
家
に
お
い
て
切
実
な
問
題
と
な
る
。
そ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
、
高
田
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
な
お
当
著
作
に
は
読
点
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
読
解
の
便
宜
を
図
り
、
私
に
句
読
点
や
「
」
を
付
す
。
千
葉
家
に
お
い
て
も
、
こ
れ
よ
り
高
弟
の
間
に
種
々
の
論
争
が
起
り
、
処
す
る
に
江
戸
に
し
ば
し
ば
連
絡
を
と
っ
た
模
様
が
あ
る
。
し
か
し
時
に
竜
卜
既
に
な
く
、
同
室
何
竜
斉
八
重
女
、
語
っ
て
云
く
、「
当
方
に
は
祖
志
を
嗣
ぐ
者
、
既
に
な
く
、
東
山
公
拝
領
の
遺
品
、
紅
葉
の
賀
、
並
に
源
氏
流
深
秘
、
一
切
、
古
郷
に
送
ら
ん
」
と
。
ま
た
天
保
九
年
戌
睦
月
、
千
葉
宗
胤
よ
り
長
治
氏
宛
書
状
に
、「
紅
葉
の
賀
、
秘
書
な
ど
父
な
き
あ
と
火
中
に
投
す
べ
し
と
遺
言
さ
れ
て
い
る
が
、
苦
心
の
作
ゆ
え
今
日
ま
で
温
存
し
て
い
る
郷
里
の
た
め
に
千
葉
家
に
送
る
」
と
の
意
あ
り
。
山
野
里
、
長
治
祐
義
、
偶
々
、
東
都
（
江
戸
）
に
趣
く
を
幸
に
紅
葉
の
賀
、
其
他
秘
書
一
切
を
持
帰
り
て
生
家
千
葉
家
に
納
め
、
こ
の
道
の
千
葉
家
に
永
続
す
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
花
道
の
後
見
役
た
る
長
治
祐
義
に
は
源
氏
流
の
花
器
、
箒
木
を
、
高
田
清
兵
衛
に
は
桐
壺
を
分
譲
し
て
い
る
。
こ
の
紅
葉
の
賀
に
つ
い
て
は
次
の
文
書
が
名
器
と
共
に
残
っ
て
い
る
。
唐
笙
黒
頭
一
管
右
者
古
代
の
笙
也
。
東
山
殿
、
紅
葉
の
賀
之
御
器
物
、
紛
無
者
也
。
仍
如
件
。
狛
宿
祢
近
家
花
押
宝
永
二
乙（マ
丙マ）
年
八
月
日
こ
の
証
明
が
如
何
な
る
理
由
で
書
か
れ
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
狛
宿
祢
近
家
は
雅
楽
の
家
元
に
て
、
こ
の
真
（ママ）憑
を
物
語
り
、
千
葉
氏
の
正
統
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
時
は
流
れ
、
千
葉
家
に
お
い
て
は
竜
卜
よ
り
竜
子
へ
、
更
に
竜
弐
、
竜
へ
伝
授
さ
れ
て
明
治
年
代
に
入
る
。
右
記
に
引
用
さ
れ
た
書
状
な
ど
に
よ
る
と
、
龍
卜
の
妻
は
何
竜
斉
八
重
女
、
子
息
は
千
葉
宗
胤
で
あ
る
。
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
妻
子
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
現
在
そ
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
狛
近
家
が
鑑
定
し
た
「
紅
葉
の
賀
之
御
器
物
」
と
は
、
千
葉
龍
卜
著
『
源
氏
活
花
記
』
に
よ
る
と
、
足
利
義
政
か
ら
拝
領
し
て
千
葉
家
に
伝
来
す
る
花
器
で
あ
る
。
そ
の
名
器
が
実
は
「
古
代
の
笙
」
で
あ
っ
た
と
は
、
新
事
実
で
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龍
子
の
あ
と
龍
弐
、
龍
と
続
く
が
、『
源
氏
流
活
花
残
記
』
に
は
龍
弐
に
関
す
る
記
載
は
な
く
、
龍
宛
の
古
文
書
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
松
翁
斉
千
葉
竜
其
許
儀
、
源
氏
流
花
道
家
本
ニ
付
、
当
御
室
御
殿
入
門
加
列
の
上
、
別
記
目
録
之
通
、
令
許
容
候
事
。
明
治
三
十
年
十
一
月
廿
七
日
大
本
山
仁
和
寺
門
跡
目
録
一
、
御
定
紋
桜
ニ
引
紫
幕
一
張
一
、
御
定
紋
桃
燈３
）
壱
張
一
、
御
定
紋
絵
符
壱
枚
一
、
御
席
札
壱
枚
右
ノ
之
御
室
仁
和
寺
門
跡
印
仁
和
寺
は
今
で
も
御
室
流
華
道
の
家
元
で
あ
り
、
そ
の
門
跡
と
千
葉
家
が
手
を
組
ん
だ
の
は
、
徳
大
寺
家
と
い
う
公
家
の
権
威
を
借
り
た
円
尾
家
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
徳
大
寺
家
は
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
足
利
義
政
の
命
を
受
け
て
源
氏
流
活
花
を
完
成
し
た
六
人
連
衆
の
一
人
、
徳
大
寺
義
門
の
子
孫
で
あ
る４
）
。
そ
の
た
め
円
尾
家
は
、
徳
大
寺
家
に
近
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
仁
和
寺
公
認
の
も
と
、
千
葉
家
は
繁
栄
し
た
よ
う
で
あ
る
。『
源
氏
流
活
花
残
記
』
に
は
、
仁
和
寺
の
許
可
も
あ
り
門
弟
次
第
に
増
し
明
治
三
十
一
年
、
門
人
、
前
田
桃
渓
、
趣
意
し
て
博
眞
社５
）
な
る
も
の
を
組
織
し
強
固
な
る
家
元
制
を
再
現
さ
す
の
で
あ
る
。
と
記
し
て
、
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
「
源
氏
流
花
道
家
元
規
定
」
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
私
に
句
読
点
を
付
す
。
明
治
三
十
一
年
七
月
下
浣
カ
）
下
完
、
高
弟
ノ
輩
、
家
元
ニ
集
合
シ
、
花
道
拡
張
ノ
決
議
ヲ
成
シ
、
其
都
度
、
宗
匠
ノ
認
可
ヲ
得
テ
確
定
シ
、
来
ル
明
治
三
十
二
年
八
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス
。
以
下
、
全
七
条
を
設
け
、
続
い
て
「
社
則
」
を
全
十
一
条
、
掲
載
し
て
い
る
。
次
い
で
「
源
氏
流
花
道
家
元
規
定
第
二
綱
（
口
授
秘
伝
ノ
階
梯
）」
と
題
し
て
、
七
項
（
其
一
〜
其
七
）
を
立
て
て
い
る
。
其
一
は
「
入
門
料
金
壱
円
席
札
免
許
料
共
」、
其
二
は
「
表
巻
五
十
四
条
免
許
料
金
二
円
」、
其
三
は
「
裏
巻
切
紙
五
十
四
条
ノ
内
、
最
初
、
大
葉
十
二
月
ノ
伝
ヲ
授
ク
。
免
許
料
金
二
円
」
と
規
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
席
札
の
色
や
寸
法
を
定
め
て
い
る
。
其
三
で
は
、
さ
ら
に
「
別
伝
六
種
」
と
し
て
、「
紅
葉
、
桜
、
松
、
竹
、
蘭
、
万
年
青
。
右
伝
授
料
金
、
六
円
也
」
と
記
し
、「
合
計
、
裏
五
十
四
条
ヲ
相
伝
シ
得
ル
モ
ノ
、
源
氏
流
活
花
皆
伝
ト
云
フ
」
と
し
て
、
免
許
皆
伝
の
席
札
の
色
や
寸
法
を
示
し
て
い
る
。
次
に
、
其
四
〜
其
六
の
全
文
を
列
挙
す
る
。
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其
四
、
一
、
源
氏
流
定
紋
染
込
ミ
幕
、
最
モ
紫
地
免
許
料
拾
円
其
五
、
一
、
奥
伝
十
七
種
、
真
ノ
活
方
此
ノ
伝
書
ハ
素
ヨ
リ
神
秘
ノ
口
授
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
士
ノ
深
志
努
力
ニ
因
リ
、
宗
匠
ノ
意
見
ヲ
以
テ
免
許
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
金
ノ
定
額
ナ
シ
。
其
六
、
一
、
源
氏
花
尊
六
帖
之
由
来
一
、
同
五
十
四
帖
ノ
巻
、
併
セ
テ
源
氏
六
十
帖
之
巻
ト
称
ス
。
古
来
、
家
元
一
子
相
伝
也
。
其
七
は
役
員
の
席
札
の
色
や
寸
法
で
、
以
上
が
規
定
の
全
貌
で
あ
る
。
続
い
て
『
源
氏
流
活
花
残
記
』
で
は
、
役
員
の
名
前
一
覧
を
載
せ
て
い
る
。
四
、
源
氏
流
活
花
の
伝
授
方
法
前
節
で
紹
介
し
た
「
源
氏
流
花
道
家
元
規
定
第
二
綱
（
口
授
秘
伝
ノ
階
梯
）」
に
よ
る
と
、「
表
巻
五
十
四
条
」
を
習
得
し
た
後
、
「
裏
巻
切
紙
五
十
四
条
」
に
進
む
、
と
段
階
を
踏
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
龍
卜
が
『
源
氏
活
花
記
』
で
定
め
た
の
を
踏
襲
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。『
源
氏
活
花
記
』
で
は
ま
ず
「
表
之
巻
箇
条
」
と
題
し
て
、
「
花
数
葉
数
の
事
」
を
始
め
と
す
る
五
十
四
条
を
列
挙
し
た
あ
と
、
右
、
五
十
四
箇
条
、
一
年
ほ
ど
𥡴
古
有
之
、
四
季
の
花
出
生
遣つかいか
た
も
相あい
分わかり、
執
心
の
人
々
に
は
、
右
ケ
条
一
巻
と
し
て
伝
授
せ
し
む
る
な
り
。（
ル
ビ
は
一
部
の
み
翻
刻
）
と
記
す
。
続
い
て
「
切
紙
伝
授
箇
条
」
と
し
て
、「
大
葉
遣
毎
月
の
別
」
以
下
、
五
十
四
条
を
引
き
、
右
、
切
紙
五
十
四
箇
条
は
、
手
練
深
志
を
見
届
、
切
紙
を
以
て
口
授
せ
し
む
。
表
五
十
四
ケ
条
、
切
紙
五
十
四
ケ
条
、
不
残
相
済
上
、
源
氏
五
十
四
ケ
条
有
り
。
都
合
、
百
六
捨
二
箇
条
也
。
（
ル
ビ
は
省
略
）
と
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
表
五
十
四
ケ
条
」「
切
紙
五
十
四
ケ
条
」
そ
し
て
「
源
氏
五
十
四
ケ
条
」
と
、
三
段
階
に
及
ぶ
伝
授
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
手
掛
り
に
な
る
資
料
が
奈
良
県
郡
山
市
に
あ
る
柳
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
柳
沢
家
と
い
え
ば
、
五
代
将
軍
徳
川
家
綱
に
仕
え
た
柳
沢
吉
保
が
有
名
で
あ
る
。
そ
の
曾
孫
に
あ
た
る
柳
沢
保やす
光みつ
は
大
和
郡
山
の
藩
主
で
、
千
葉
龍
卜
と
交
流
が
あ
り
、
後
に
甲
州
流
華
道
を
創
始
し
て
家
元
に
な
っ
た
人
で
あ
る
。
ち
な
み
に
甲
州
流
の
名
称
は
保
光
が
甲
斐
守
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
、
そ
の
流
派
は
今
も
続
い
て
い
る
。
柳
沢
文
庫
に
は
、
源
氏
流
に
関
わ
る
資
料
が
四
点
、
伝
来
す
る
。
年
号
の
古
い
順
に
挙
げ
る
と
、「
花
之
表
の
巻
聞
書
」
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
、
五
十
四
か
条
の
内
容
に
関
し
て
保
光
が
記
し
、
龍
卜
が
奥
書
を
付
け
た
冊
子
本
で
あ
る
。
こ
の
五
十
四
条
は
、『
源
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活
花
記
』
所
収
の
「
表
之
巻
箇
条
」
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
『
源
氏
活
花
記
』
で
は
、「
○
花
数
葉
数
の
事
○
花
斗
葉
斗
の
事
」
の
よ
う
に
項
目
を
挙
げ
る
だ
け
で
、
そ
の
内
容
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
柳
沢
文
庫
本
に
は
花
の
活
け
方
な
ど
も
記
さ
れ
、
巻
末
に
は
本
書
の
本
文
を
承
認
す
る
龍
卜
自
筆
の
奥
書
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。右
、
御
聞
書
の
趣
、
疑
惑
な
き
も
の
な
り
。
必
、
他
見
な
き
事
、
肝
要
御
事
、
秘
中
し
給
へ
し
。
源
氏
活
花
宗
匠
松
翁
斉
法
橋
（
白
文
方
印
）（
朱
文
方
印
）
天
明
七
丁
未
季
初
秋
日
そ
の
翌
年
、
先
の
五
十
四
か
条
の
伝
授
を
認
め
て
龍
卜
が
保
光
に
与
え
た
の
が
「
生
花
表
之
巻
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
巻
物
本
で
、
本
文
は
す
べ
て
定
家
様
で
書
か
れ
、
格
式
の
高
さ
が
窺
え
る６
）
。
次
い
で
「
源
氏
活
花
切
紙
皆
伝
巻
」
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
龍
卜
が
列
挙
し
た
、
別
の
五
十
四
か
条
の
巻
物
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
源
氏
活
花
記
』
所
収
の
「
切
紙
伝
授
箇
条
」
と
一
致
す
る
。
こ
の
具
体
的
な
内
容
を
記
し
た
も
の
は
柳
沢
文
庫
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
の
が
高
田
孝
三
氏
著
『
源
氏
流
活
花
残
記
』
収
録
の
「
源
氏
活
花
書
院
向
切
紙
伝
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
龍
卜
が
同
室
の
何
龍
斉
八
重
女
に
授
与
す
る
と
記
し
た
奥
書
の
付
い
た
伝
本
で
、
絵
入
り
の
箇
所
は
影
印
、
そ
れ
以
外
は
翻
刻
で
収
め
ら
れ
て
い
る７
）
。
最
後
に
「
源
氏
活
花
花
論
之
巻
」
は
、
寛
政
八
年
に
柳
沢
保
光
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
源
氏
物
語
の
巻
別
に
花
器
・
花
材
な
ど
を
記
し
て
い
る８
）
。
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
『
源
氏
流
活
花
残
記
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
柳
沢
文
庫
本
と
比
較
す
る
と
本
文
異
同
が
多
い
。
以
下
、
最
初
の
三
帖
を
全
文
引
用
す
る
。
○
柳
沢
文
庫
本
桐
壺
、
六
条
の
院
は
桐
壺
の
御
門
の
御
子
な
れ
は
、
き
り
つ
ほ
の
心
は
へ
有
へ
し
。
御
門
の
御
心
な
り
。
花
は
白
を
専
と
用
ひ
給
ふ
。
白
梅
、
白
牡
丹
、
白
菊
、
水
仙
。
四
季
に
用
給
ふ
活
方
、
口
伝
。
花
瓶
、
青
竹
。
花
台
、
雲
足
。
箒
木
、
別
伝
。
空
蝉
、
秋
。
花
は
百
合
、
と
こ
夏
。
活
方
、
口
伝
。
花
器
、
硝
子
。
花
台
、
折
敷
。
○
『
源
氏
流
活
花
残
記
』
収
録
本
桐
壺
き
り
つ
ぼ
私
考
、
此
花
、
物
語
の
発
端
に
あ
ら
ね
ど
も
、
中
の
秘
事
と
云
べ
し
。
六
条
の
院
は
桐
壺
の
御
門
の
御
子
な
れ
ば
、
桐
つ
ぼ
の
心
は
へ
有
て
、
御
門
の
御
心
な
り
。
花
形
は
白
を
雪
と
用
ひ
給
ふ
。
い
か
に
も
、
の
つ
し
り
と
、
ゆ
ふ
に
生
べ
し
。
花
瓶
、
青
竹
。
花
台
、
雲
足
、
白
木
。
白
梅
、
白
牡
丹
、
白
菊
、
水
仙
。
90
空
蝉
う
つ
せ
み
秋
私
考
、
こ
れ
は
夜
の
気
色
、
専
な
ら
ん
。
少
、
盛
過
た
る
花
と
、
莟
の
花
と
打
交
、
用
ひ
給
ふ
。
盛
過
た
る
は
、
西
の
御
方
に
た
と
へ
、
莟
る
花
は
空
蝉
の
君
に
よ
そ
へ
し
か
。
花
形
は
何
と
な
く
、
ゆ
ふ
に
お
と
な
し
き
風
情
な
る
べ
し
。
花
器
は
硝
子
、
花
台
は
折
敷
也
。
百
合
、
常
夏
、
交
て
生
る
。
両
者
と
も
、
帚
木
の
巻
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
帚
木
を
含
む
六
帖
は
『
源
氏
活
花
記
』
で
、「
源
氏
花
論
六
帖
深
秘
」
と
定
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
柳
沢
文
庫
本
に
は
こ
の
六
帖
に
関
す
る
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
が
、『
源
氏
流
活
花
残
記
』
に
は
「
源
氏
花
論
深
秘
」
と
題
し
て
図
入
り
で
掲
載
し
て
い
る
。
右
に
挙
げ
た
二
種
類
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、『
源
氏
流
活
花
残
記
』
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
当
書
に
収
録
さ
れ
た
「
源
氏
流
活
花
書
院
向
表
巻
」
は
、
柳
沢
文
庫
蔵
「
花
之
表
の
巻
聞
書
」
に
相
当
す
る
が
、
や
は
り
柳
沢
文
庫
本
の
方
が
簡
略
で
あ
る
。
こ
の
相
違
に
関
し
て
は
、
二
通
り
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
龍
卜
自
筆
原
本
が
『
源
氏
流
活
花
残
記
』
の
と
同
じ
で
、
龍
卜
は
柳
沢
保
光
に
は
一
部
し
か
伝
授
し
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
は
逆
に
、
柳
沢
文
庫
本
の
方
が
原
本
に
近
く
、『
源
氏
流
活
花
残
記
』
の
は
後
に
大
幅
に
追
加
さ
れ
た
、
で
あ
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
龍
卜
が
定
め
た
三
段
階
に
及
ぶ
伝
授
は
次
の
通
り
に
な
る
。
伝
授
内
容
も
収
め
て
い
る
の
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
で
、
項
目
を
列
挙
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
は
小
文
字
で
示
す
。
Ａ
「
花
之
表
の
巻
聞
書
」
…
五
十
四
条
の
伝
授
ａ
「
生
花
表
之
巻
」
…
Ａ
の
許
可
状
Ｂ
「
源
氏
活
花
書
院
向
切
紙
伝
」
…
別
の
五
十
四
条
の
伝
授
ｂ
「
源
氏
活
花
切
紙
皆
伝
巻
」
…
Ｂ
の
許
可
状
Ｃ
「
源
氏
活
花
花
論
之
巻
」
…
四
十
八
帖
の
伝
授
Ｃ’
「
源
氏
花
論
深
秘
」
…
六
帖
の
伝
授
こ
の
う
ち
源
氏
物
語
の
内
容
と
関
わ
る
の
は
Ｃ
と
Ｃ’
で
、
こ
れ
は
Ｃ
の
序
文
に
よ
る
と
一
子
相
伝
で
あ
る９
）
。
五
、
大
嶋
家
の
系
譜
前
節
の
最
後
に
ま
と
め
た
Ａ
〜
Ｃ
の
う
ち
ａ
の
「
生
花
表
之
巻
」
は
、
龍
卜
筆
（
柳
沢
文
庫
蔵
）
の
ほ
か
、
彼
の
次
に
家
元
に
な
っ
た
龍
子
自
筆
の
巻
物
本
も
存
在
す
る10
）
。
そ
れ
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
、
龍
子
が
大
嶋
宗
丹
に
授
け
た
「
源
氏
活
花
書
院
向
表
巻
」
で
あ
る
。
宗
丹
は
地
元
の
赤
穂
で
は
今
で
も
有
名
で
あ
り
、
諸
文
献11
）
を
基
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
大
嶋
宗
丹
（
通
称
、
九
郎
次
）
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
赤
穂
で
生
ま
れ
た
。
当
家
は
彼
の
祖
父
で
あ
る
万
助
の
代
か
ら
、
世
襲
勅
許
鋳
物
師
で
あ
る
。
万
助
は
ま
た
、
赤
穂
郡
有う
年ね
村
原はら
（
赤
穂
市
有
年
原
）
で
寺
子
屋
を
営
ん
で
い
た
。
当
地
に
あ
る
明
源
寺
の
当
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時
の
住
職
は
千
葉
龍
子
で
、
先
代
は
千
葉
龍
卜
で
あ
っ
た
。
九
郎
次
の
叔
父
に
あ
た
る
大
嶋
栄
蔵
は
、
千
葉
龍
子
に
師
事
し
て
源
氏
流
活
花
を
習
い
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
源
氏
流
の
最
初
の
免
状
で
あ
る
「
書
院
向
表
巻
」
を
授
か
り
、
松
寿
斎
白
露
と
号
し
た
。
九
郎
次
も
ま
た
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
一
七
歳
で
、
千
葉
龍
子
か
ら
「
書
院
向
表
巻
」
を
授
け
ら
れ
、
そ
の
後
も
修
業
を
積
み
免
許
皆
伝
を
得
て
、
松
声
斎
宗
丹
と
号
し
た
。
宗
丹
は
陶
工
と
し
て
も
有
名
で
黄
谷
と
号
し
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
雲
火
焼
を
創
出
し
て
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
八
四
歳
で
没
し
た
。
明
治
三
二
年
に
活
花
の
門
人
た
ち
の
手
で
、
敷
地
内
（
赤
穂
市
加
里
屋
）
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
、
碑
の
表
側
に
は
「
大
嶋
宗
丹
先
生
碑
」、
裏
側
に
は
彼
の
業
績
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
は
宗
丹
の
十
七
回
忌
が
、
地
元
で
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
さ
て
、『
没
後
10
年
記
念
企
画
展
大
嶋
黄
谷
』
の
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
の
な
か
で
、
源
氏
物
語
と
関
わ
る
の
は
「
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
」（
便
宜
上
、
大
嶋
本
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
真
と
行
の
二
冊
か
ら
な
り
、
木
曽
こ
こ
ろ
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
筆
写
本
。
源
氏
流
は
足
利
義
政
が
命
じ
て
作
ら
せ
た
花
論
を
も
と
に
し
て
い
る
と
い
う
。
真
の
巻
で
は
源
氏
物
語
54
帖
の
あ
ら
す
じ
が
記
さ
れ
、
行
の
巻
で
は
義
政
の
花
論
に
千
葉
龍
卜
の
解
釈
を
加
え
る
と
い
う
形
式
で
、
各
帖
ご
と
の
活
け
方
と
用
い
る
花
材
が
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
「
源
氏
活
花
会
頭
松
聲
斎
大
嶋
宗
丹
」
の
署
名
が
あ
る
。
と
あ
る
。
九
曜
文
庫
（
早
稲
田
大
学
蔵
）
に
同
名
の
巻
子
本
が
二
巻
あ
り
、
中
野
幸
一
氏
の
解
題12
）
に
よ
る
と
千
葉
龍
卜
の
著
書
で
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
正
蔭
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
巻
の
末
尾
に
は
別
筆
で
「
源
氏
活
花
会
頭
松
聲
斎
大
嶋
宗
丹
／
明
治
廿
九
年
五
月
三
日
／
中
司
通
明
殿
」、
下
巻
末
に
は
「
源
氏
流
活
華
会
頭
松
聲
斎
宗
丹
識
」
と
あ
り
、
九
曜
文
庫
も
宗
丹
ゆ
か
り
の
写
本
で
あ
る
。
図
録
と
中
野
幸
一
氏
の
解
説
を
照
合
す
る
と
、
大
嶋
本
の
行
巻
と
九
曜
文
庫
の
上
巻
は
内
容
が
同
じ
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
嶋
本
の
真
巻
と
九
曜
文
庫
の
下
巻
は
違
う
よ
う
で
あ
る
。
両
書
と
も
正
蔭
の
序
文
が
あ
る
が
、
本
文
は
全
く
異
な
る
。
ま
た
真
巻
は
物
語
の
要
旨
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
下
巻
は
「
源
氏
流
初
伝
目
録
」
と
し
て
二
十
六
項
の
秘
伝
を
挙
げ
て
い
る
。
図
録
に
収
め
ら
れ
た
見
開
き
一
面
に
は
、
真
巻
の
序
文
の
末
尾
と
、
梗
概
の
冒
頭
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
以
下
、
私
に
句
読
点
を
付
け
て
翻
刻
す
る
。
な
お
本
文
に
は
読
み
仮
名
が
多
く
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
最
小
限
に
留
め
た
。
つ
ま
び
ら
か
に
物
し
、
先マツ
此コノ
五
十
四
帖
の
巻
の
名
を
解カイ
し
、
別
に
活
方
の
秘
伝
抄
は
お
く
の
巻
と
し
つ
。
そ
の
こ
と
の
よ
し
を
、
こ
ゝ
に
し
る
し
つ
。
正
蔭
桐
壺
桐
壺
は
大
内
に
有アル
、
御
殿
の
名
也
。
光
君
の
御
母
、
此
殿
に
お
92
は
し
ま
し
け
る
に
よ
り
て
、
桐
壺
の
更
衣
と
、
な
つ
け
た
て
ま
つ
れ
り
。
此
更
衣
の
御
腹
に
若
宮
や
す
〳
〵
と
御
誕
生
有
て
、
玉
の
や
う
な
る
を
の
こ
御
子
、
産
給
ふ
。
光
君
と
い
ふ
也
。
ほ
ど
な
く
十
二
歳
の
時
、
御
元
服
し
給
ふ
。
其
儀
式
い
か
め
し
く
、
葵
の
上
と
御
婚
礼
あ
り
。
御
父
君
を
桐
壺
の
御
門
と
申
也
。
い
と
け
な
き
初
元
ゆ
ひ
に
長
き
世
を
契
る
心
は
む
す
ひ
こ
め
つ
や
こ
の
桐
壺
の
巻
の
梗
概
文
を
、
龍
野
の
円
尾
家
（
注
２
参
照
）
が
著
し
た
「
源
氏
五
十
四
帖
之
巻13
）
」
と
比
較
す
る
と
、
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
和
歌
の
ほ
か
、
次
の
一
節
で
あ
る
。
安
々
と
御
誕
生
、
玉
の
様
な
る
御
若
宮
に
て
、
光
君
と
申
て
、
ほ
と
な
く
十
二
才
の
元
服
も
過
ぎ
て
、
葵
の
上
と
御
婚
礼
あ
り
し
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
九
曜
文
庫
本
「
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
」
は
大
嶋
宗
丹
ゆ
か
り
の
写
本
で
は
あ
る
が
、
大
嶋
本
「
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
」
と
全
巻
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
一
方
、
大
嶋
家
と
円
尾
家
で
は
源
氏
物
語
の
梗
概
文
が
似
通
っ
て
い
る
。
終
わ
り
に
九
曜
文
庫
本
「
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
」
下
巻
の
巻
末
に
は
、「
初
代
松
翁
斎
千
葉
龍
卜
二
代
千
葉
龍
子
三
代
松
寿
斎
白
露
四
代
松
聲
斎
宗
丹
」
と
し
て
、
家
元
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
龍
卜
直
系
の
宗
匠
を
自
負
す
る
龍
弐
、
龍
か
ら
す
れ
ば
、
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
あ
る
。
龍
が
仁
和
寺
と
組
ん
だ
の
は
（
第
三
節
、
参
照
）、
円
尾
家
の
ほ
か
大
嶋
家
に
も
対
抗
す
る
た
め
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
千
葉
龍
卜
が
創
始
し
た
源
氏
流
活
花
は
、
龍
子
が
継
ぎ
、
龍
弐
、
龍
と
続
く
が
、
龍
子
か
ら
伝
受
し
た
大
嶋
家
は
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
千
葉
家
を
脅
か
す
存
在
に
な
っ
た
。
こ
の
両
家
が
龍
卜
没
後
の
赤
穂
で
活
躍
し
て
い
た
頃
、
同
じ
播
磨
国
の
龍
野
で
は
、
京
都
の
徳
大
寺
家
の
庇
護
を
受
け
た
円
尾
家
が
隆
盛
を
極
め
た
。
徳
大
寺
家
は
円
尾
家
を
源
氏
流
宗
匠
と
し
て
認
め
、
他
家
が
家
元
を
名
乗
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
大
嶋
宗
丹
が
初
め
て
免
状
を
与
え
ら
れ
た
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
は
、
円
尾
家
が
徳
大
寺
家
か
ら
家
元
を
認
可
さ
れ
た
年
の
翌
年
で
あ
る
。
天
保
十
年
の
古
文
書
に
よ
る
と
、
徳
大
寺
家
は
「
千
葉
竜
卜
之
末
流
と
申
立
候
族
」
の
取
り
締
ま
り
に
躍
起
に
な
っ
て
い
た
（
詳
細
は
注
２
参
照
）。
そ
の
龍
卜
の
末
流
と
は
、
赤
穂
の
千
葉
家
や
大
嶋
家
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
千
葉
家
を
本
流
と
す
る
と
、
大
嶋
家
は
支
流
、
そ
し
て
こ
の
両
家
と
師
弟
関
係
に
な
い
円
尾
家
は
傍
流
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
十
九
世
紀
に
な
る
と
三
つ
巴
の
争
い
が
起
る
ほ
ど
、
龍
卜
が
後
世
に
残
し
た
影
響
は
多
大
で
あ
っ
た
。
決
し
て
源
氏
流
は
、
龍
卜
一
代
で
消
滅
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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注１
）
吉
栖
生
一
氏
『
赤
穂
の
や
き
も
の
』（
昭
和
四
六
年
、
非
売
品
）、
高
田
孝
三
氏
『
源
氏
流
活
花
残
記
』（
昭
和
五
三
年
、
非
売
品
）、
久
保
良
道
氏
「
播
磨
国
赤
穂
郡
原
村
に
お
け
る
村
組
織
と
寺
院
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
｜
天
保
期
以
降
の
変
遷
を
中
心
に
｜
」（『
松
岡
秀
夫
傘
寿
記
念
論
文
集
兵
庫
史
の
研
究
』
所
収
、
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
六
〇
年
）、
赤
穂
市
立
有
年
中
学
校
編
『
郷
土
に
学
ぶ
』（
昭
和
六
一
年
）、
横
山
博
光
氏
「
源
氏
流
活
花
本
宗
匠
千
葉
龍
卜
」（「
ふ
る
さ
と
思
考
」
28
所
収
、
平
成
一
〇
年
）
な
ど
。
２
）
円
尾
家
に
つ
い
て
は
文
書
が
大
量
に
現
存
す
る
の
で
、
別
稿
に
記
す
。
３
）
た
だ
し
明
治
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
「
源
氏
流
花
道
家
元
規
定
」
の
第
九
条
に
は
、「
御
室
御
殿
ヨ
リ
家
元
拝
領
ノ
御
定
紋
提
灯
」
と
あ
る
。
４
）
た
だ
し
徳
大
寺
義
門
は
、
当
家
の
系
図
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
５
）
た
だ
し
明
治
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
「
源
氏
流
花
道
家
元
規
定
」
の
第
一
条
に
は
、「
博
親
社
」
と
あ
る
。
６
）
「
生
花
表
之
巻
」
の
全
文
は
、
本
稿
の
巻
末
に
翻
刻
し
た
。
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
た
が
、
読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
旧
漢
字
な
ど
は
通
常
の
字
体
に
改
め
て
句
読
点
を
付
け
た
。
な
お
『
甲
州
御
流
百
年
史
』（
甲
州
流
家
元
野
村
聴
松
庵
編
集
・
発
行
、
平
成
二
〇
年
）
に
お
い
て
、
米
田
弘
義
氏
が
全
文
翻
刻
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
写
本
に
あ
た
り
翻
刻
し
た
。
７
）
参
考
ま
で
に
『
源
氏
流
活
花
残
記
』
に
翻
刻
さ
れ
た
奥
書
を
、
全
文
引
用
す
る
。
な
お
□
は
、
読
解
で
き
な
い
箇
所
で
あ
る
。
右
、
此
切
紙
秘
伝
の
図
書
は
、
自
画
を
も
て
五
十
四
条
共
、
委
し
る
し
□
な
り
。
執
心
深
志
の
門
弟
た
り
と
も
、
一
ケ
条
つ
ゝ
口
伝
し
て
、
図
式
は
他
見
有
へ
か
ら
す
。
生
花
を
以
て
指
南
は
ひ
と
つ
〳
〵
、
後
世
、
我
意
を
く
わ
へ
す
。
予
筆
の
丹
精
野
写
意
を
考
へ
、
一
子
の
外
、
猥
に
他
見
す
へ
か
ら
さ
る
も
の
な
り
。
于
時
天
明
四
甲
辰
歳
、
初
冬
十
九
日
、
浅
草
寺
地
内
、
梅
園
院
に
お
い
て
、
一
世
一
度
の
会
莚
も
満
尾
せ
し
に
よ
り
、
御
流
義
の
後
世
た
か
わ
さ
ら
ん
事
を
し
め
し
、
花
形
を
ゑ
か
き
、
後
に
見
る
人
、
わ
た
く
し
の
沙
汰
、
有
へ
か
ら
さ
る
も
の
な
り
。
源
氏
活
花
宗
匠
松
翁
斉
法
橋
生
花
中
興
開
基
千
葉
龍
卜
胤
綱
書
画
竜
卜
同
室何
龍
斉
八
重
女
授
与
之
こ
の
奥
書
の
後
半
部
と
、
影
印
の
二
葉
分
に
該
当
す
る
箇
所
は
、『
赤
穂
市
史
』
第
二
巻
（
昭
和
五
八
年
三
月
）
五
一
八
ペ
ー
ジ
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
８
）
柳
沢
文
庫
所
蔵
の
四
点
の
う
ち
寛
政
年
間
の
二
点
は
、
巻
末
の
写
真
が
神
戸
市
立
博
物
館
の
図
録
『
花
と
鳥
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
｜
江
戸
時
代
長
崎
派
の
花
鳥
画
｜
』
七
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
点
の
筆
跡
を
比
べ
る
と
、
同
一
人
物
の
手
に
な
る
と
は
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
異
な
る
。
一
方
は
龍
卜
が
右
筆
に
書
か
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
９
）
以
下
、
柳
沢
文
庫
蔵
「
源
氏
活
花
花
論
之
巻
」
の
序
文
を
全
文
翻
刻
す
る
。室
町
将
軍
源
義
政
君
、
康
正
年
中
、
政
事
の
い
と
ま
、
風
流
の
御
翫
ひ
、
世
に
た
く
ひ
な
く
侍
る
。
御
遊
の
折
か
ら
、
六
十
帖
を
花
に
な
そ
ら
へ
て
花
論
を
た
ゞ
し
、
証
拠
を
考
よ
と
、
六
人
に
命
し
給
ひ
、
君
に
も
御
心
を
用
給
ひ
、
都
て
春
秋
を
経
る
事
、
六
た
ひ
、
事
な
り
け
れ
は
、
春
秋
の
草
を
極
、
花
を
も
い
け
な
ら
へ
、
春
秋
の
趣
を
席
上
に
写
し
、
此
書
を
選
述
し
給
ひ
、
御
秘
蔵
あ
り
。
御
94
宝
蔵
に
納
た
る
を
後
、
御
相
伝
あ
り
て
、
今
一
家
の
秘
書
と
す
。
一
子
相
伝
、
外
家
に
伝
る
事
な
し
。
誠
に
日
本
無
双
の
秘
書
、
他
見
他
言
、
不
可
有
也
。
右
、
此
六
十
帖
の
花
論
、
品
定
は
、
紫
の
一
も
と
ゆ
へ
に
武
蔵
野
ゝ
草
は
み
な
か
ら
哀
と
そ
み
る
此
歌
を
本
拠
と
し
給
ふ
。
10
）
龍
子
筆
本
の
全
文
は
、
赤
穂
市
立
美
術
工
芸
館
田
淵
記
念
館
の
図
録
『
没
後
10
年
記
念
企
画
展
大おお
嶋しま
黄こう
谷こく
』（
平
成
一
六
年
一
〇
月
）
に
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
千
葉
龍
卜
が
柳
沢
保
光
に
与
え
た
「
生
花
表
之
巻
」（
巻
末
に
全
文
翻
刻
）
と
を
比
較
す
る
と
、
本
文
は
多
少
異
な
る
。
ち
な
み
に
明
治
二
四
年
一
月
に
龍
が
記
し
た
巻
物
本
も
あ
り
（
個
人
蔵
）、
そ
の
本
文
は
龍
子
筆
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
11
）
注
１
・
10
の
文
献
の
ほ
か
、『
赤
穂
市
史
』
第
二
巻
（
昭
和
五
八
年
三
月
）
の
第
３
章
「
森
氏
の
定
着
と
藩
政
の
推
移
」
第
６
節
「
近
世
後
期
の
文
教
と
芸
能
」（
竹
下
喜
久
男
氏
担
当
）
に
よ
る
。
12
）
中
野
幸
一
氏
「
源
氏
流
生
花
書
解
題
」（『
源
氏
物
語
の
享
受
資
料
』
四
一
八
頁
、
武
蔵
野
書
院
、
平
成
九
年
）。
な
お
九
曜
文
庫
の
写
本
の
一
部
は
、
京
都
文
化
博
物
館
編
『
読
む
、
見
る
、
遊
ぶ
源
氏
物
語
の
世
界
｜
浮
世
絵
か
ら
源
氏
意
匠
ま
で
｜
』（
平
成
二
〇
年
一
〇
月
）、
『
い
け
ば
な
｜
歴
史
を
彩
る
日
本
の
美
｜
』（
平
成
二
一
年
一
〇
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
13
）
小
稿
「
源
氏
流
生
花
書
に
つ
い
て
｜
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
「
源
氏
五
拾
四
帖
之
巻
」（
影
印
・
翻
刻
）
｜
」（「
親
和
國
文
」
37
、
平
成
一
四
年
一
二
月
）
に
、
全
文
掲
載
し
た
。
﹇
付
記
﹈
龍
野
の
源
氏
流
に
つ
い
て
は
、
矢
野
環
氏
（
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
教
授
）
か
ら
御
教
示
を
受
け
た
。
ま
た
千
葉
徹
也
氏
（
明
源
寺
住
職
）、
横
山
博
光
氏
（
元
赤
穂
市
文
化
財
保
護
連
絡
員
）、
藤
本
仁
文
氏
（
柳
沢
文
庫
前
学
芸
員
、
京
都
府
立
大
学
）、
平
出
真
宣
氏
（
柳
沢
文
庫
学
芸
員
）、
小
倉
嘉
夫
氏
（
大
阪
青
山
短
期
大
学
）、
藤
原
享
和
氏
（
同
志
社
高
等
学
校
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
深
く
感
謝
し
申
上
げ
る
。
な
お
平
成
二
二
年
一
〇
月
に
、
財
団
法
人
設
立
五
〇
年
を
記
念
し
て
、『
柳
沢
文
庫
収
蔵
品
目
録
』
が
作
成
さ
れ
、
本
稿
に
引
用
し
た
資
料
も
収
録
さ
れ
た
。
﹇
翻
刻
﹈
柳
沢
文
庫
蔵
千
葉
龍
卜
筆
「
生
花
表
之
巻
」
（
凡
例
は
注
６
参
照
。
な
お
本
文
末
尾
の
「
卜
山
大
君
」
は
、
柳
沢
保
光
を
指
す
）
生
花
表
之
巻
（
外
題
）
凡
、
生
花
、
活
と
い
へ
と
も
、
草
木
之
出
生
も
不
知
し
て
は
、
時
を
ま
こ
ふ
事
、
常
に
多
し
。
生
花
は
生
方
出
生
を
第
一
と
し
て
、
花
之
姿
、
艶
敷
、
自
然
に
生
た
る
や
う
に
活
な
す
へ
し
。
す
へ
て
花
を
活
は
、
野
山
水
辺
を
の
つ
か
ら
な
る
姿
を
移
し
、
其
内
に
余
情
を
付
て
、
万
花
千
草
、
其
育
を
見
か
こ
と
く
す
へ
し
。
風
流
の
余
情
な
け
れ
は
見
所
な
し
。
然
に
格
式
も
不
守
、
花
入
不
相
応
の
花
、
雑
木
雑
草
、
用
る
こ
と
有
へ
か
ら
す
。
勿
論
、
生
花
は
祝
義
を
第
一
に
し
て
、
か
り
に
も
猥
に
不
可
活
。
生
方
の
法
を
守
り
て
其
上
、
作
意
第
一
た
る
へ
し
。
法
式
を
不
知
は
、
た
と
へ
て
い
は
ゝ
、
人
の
身
の
た
し
な
み
も
な
く
、
礼
義
も
無
か
如
し
。
能
々
、
口
伝
を
受
て
可
活
也
。
中
興
紹
鷗
、
利
休
の
頃
よ
り
、
な
け
入
花
と
て
茶
の
席
に
専
用
ゆ
。
投
入
と
い
ふ
は
、
花
数
少
く
手
早
に
速
に
生
て
、
と
く
退
く
を
好
侍
る
故
に
則
な
け
入
た
る
の
心
、
そ
の
か
た
ち
其
儘
な
る
を
以
て
名
つ
く
と
見
え
た
り
。
唯
、
作
意
の
こ
と
葉
と
見
え
た
り
。
書
院
之
花
は
、
な
け
入
と
は
唱
へ
か
ら
す
。
花
形
行
義
に
花
数
多
く
富
貴
な
る
姿
に
い
け
な
す
へ
し
。
今
こ
ゝ
に
し
る
す
は
古
実
伝
来
、
書
院
向
数
奇
屋
に
到
ま
て
の
活
方
、
な
を
其
外
に
源
氏
奥
入
極
伝
95 源氏流華道の継承
は
切
紙
口
伝
に
あ
り
。
先
、
大
概
を
し
る
す
の
み
。
花
数
葉
数
之
事
。
花
計
葉
計
之
事
。
十
文
字
見
切
之
事
。
長
競
之
事
。
色
切
同
色
之
事
。
花
葉
添
不
副
事
。
菖
蒲
杜
若
之
類
葉
遣
之
事
。
向
枝
壁
枝
向
花
之
事
。
角
口
花
器
耳
口
花
尊
之
事
。
卓
下
花
器
之
事
、
香
炉
之
伝
。
花
尊
水
打
与
不
折
与
之
事
。
薄
板
露
雫
之
事
。
果
物
類
之
事
。
廻
花
之
事
。
客
花
生
候
節
花
与
掛
物
陰
陽
之
事
。
客
花
活
仕
舞
候
刻
之
事
。
客
花
生
置
帰
宅
之
事
。
同
賞
翫
之
花
之
事
。
生
残
之
花
納
候
事
。
相
客
花
見
様
作
法
之
事
。
掛
物
ニ
花
之
絵
之
時
之
事
。
男
女
赤
白
之
事
。
客
位
主
居
之
事
。
五
節
句
之
花
之
事
。
祝
義
ニ
嫌
花
之
事
。
座
敷
江
不
出
花
之
事
。
花
切
時
之
事
。
室
咲
之
花
之
事
。
萱
草
一
八
之
花
之
事
。
神
前
之
花
之
事
。
仏
前
之
花
之
事
。
移
之
花
之
事
。
追
善
中
蔭
之
花
之
事
。
花
ヲ
花
入
之
縁
江
為
侍
ル
事
。
二
重
切
ニ
而
客
江
花
所
望
之
事
。
一
重
切
花
器
之
事
。
出
陣
籠
城
旅
立
帰
国
之
花
之
事
。
釣
花
入
之
事
。
出
舩
入
舩
泊
舩
之
事
。
鎖
寸
法
之
事
。
籠
花
器
之
事
。
細
口
花
入
之
事
。
薄
板
敷
様
之
事
。
古
来
花
入
汗
之
事
。
古
来
花
器
心
持
之
事
。
花
入
釘
之
事
。
真
行
走
（ママ）之
事
。
掛
物
竪
横
ニ
寄
ル
事
。
座
敷
ニ
依
生
様
之
事
。
庭
之
模
様
ニ
依
リ
生
様
之
事
。
二
重
切
生
様
之
事
。
三
重
切
生
様
之
事
。
五
重
切
生
様
之
事
。
茶
席
花
生
様
之
事
。
右
五
十
四
ケ
条
。
右
の
条
々
者
、
東
山
喜
山
相
公
、
発
明
し
翫
ひ
定
め
給
ひ
し
源
氏
活
花
書
院
向
活
方
作
法
に
し
て
、
先
祖
江
付
属
し
給
ひ
し
よ
り
伝
統
し
是
を
相
承
し
、
源
氏
の
全
部
書
院
の
御
式
、
外
家
に
委
し
く
知
処
に
あ
ら
す
、
無
双
の
秘
伝
と
い
へ
と
も
御
執
心
の
深
厚
に
よ
り
伝
ふ
る
な
り
。
努
々
、
御
他
言
有
ま
し
。
尚
、
此
上
の
極
伝
の
品
々
は
、
御
手
練
深
志
を
見
届
、
切
紙
を
も
て
追
々
相
伝
ふ
へ
き
も
の
な
り
。
源
氏
活
花
宗
匠
松
翁
斉
法
橋
（
白
文
方
印
）（
朱
文
方
印
）
天
明
八
戊
申
歳
三
月
卜
山
大
君
授
与
之
96
